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論考 
 

学校と不登校をめぐるインタビューの記録 
──壁の中の教育が生きた問いに出会うまで 

An interview on school and school non-attendance: How educators raise questions 
 

雲財 啓, 中川 雅道, 長谷川 亜紀 
UNZAI Satoshi, NAKAGAWA Masamichi, HASEGAWA Aki 

 

「不登校」と呼ばれる問題について, 同一の学校の教職員である教諭, 養護教諭, スクールカウンセラー

が, 不登校の児童・生徒の支援者, 不登校の当事者, その保護者に非構成的インタビューを行った. インタ

ビューで語られた言葉をインタビューアーで共有し, 協議を重ねる中で, それぞれの言葉でインタビュー

の経験を, 問いの形で表現していった. 

 

A school research team, consisting of two teachers (one of whom is a yogo teacher) and a school counselor, conducted 

an unconstructed interview on “School Non-Attendance.” The interviewees were two helpers, a student and a parent. 

The interviewers shared the transcripts of the interviews and reflected on them, with each interviewer expressing 

“thinking” as a form of questioning. 

 

キーワード：不登校, 生徒指導, 生徒相談 

Key words:  School non-attendance, Student guidance, Student counseling,  

 

I はじめに 

 

学校にはさまざまな問題がある. 学校に起因し

ていると思われるが, 職員として学校で働いてい

ると見えにくい問題もある. 不登校は, その代表

的なものの一つだろう. 不登校に関わって, いじ

め, 心的不調, 自死といった問題圏が, 生徒指導, 

生徒相談の領域として広がっている. しかし, こ

れらの, 広い意味で「人間」に関わる問題は, それ

が重要な問題であると盛んに取り上げられている

にもかかわらず, ほとんどのことがわからないま

まになっている.  

さて, 本研究において取り扱う「不登校」に焦点

をあてて概観する. 2024 年 10 月に公開された文部

科学省の調査によれば, 全国の小中学校で 30 日以

上欠席した不登校の状態にある子どもは, 34 万

6482人となっている. これは, 前の年度と比べて 4

万 7000 人余り増え, 11 年連続で増加して過去最多

となっている. また, 不登校の状況をみると, 「学

校生活に対してやる気が出ない」が 32.2％と最も

多く, 次いで「不安・抑うつ」が 23.1％, 「生活リ

ズムの不調」が 23％を占めている. 不登校の要因

については様々議論がなされているが, 未だ明確

な答えにはたどり着かない. 「現象には必ず理由が

ある」とは言うものの, 子どもたち, および学校あ

るいは社会において, 何が起こっているのだろう. 

そもそも, 現象の原因を探り, 対策を練ることに, 

もはや意味はないのかもしれない. 現在起こって

いる／表出している現象は, 氷山の一角でしかな

く, 互いに影響し合い, 連鎖反応的に生じたもの

と捉えることができないか. そうならば, 今起こ

っている（表出している）現象の理由を探り, アプ

ローチをしても, 本質にはたどり着かないのでは

ないか.   

本稿は, そういった問題圏に対してアプローチ

するための, ささやかな一歩である. 某県に所在

する学校の教職員である, 教諭, 養護教諭, スクー

ルカウンセラーが, 同じ某県に所在し不登校の児

巻 頭 言 
 

神戸大学附属中等教育学校 校長 齋木 俊城 

 

平成 28（2016）年度に発行を開始した『研究紀要 神戸大学附属中等論集』、本年度は第 9 巻を発

行するに至りました。本校教員の教育研究に関する各種論稿と本校の教育実践研究の記録を所収して

います。 

本校は平成 21(2009)年 4 月に設立されました。平成 27(2015)年度以前にも『研究紀要』を発行し

ていました。以前の『研究紀要』の内容は授業研究会の記録集でした。本校教員の教育研究レベル向

上のため、平成 28（2016）年度より個人・グループによる論文投稿を中心とする本冊と、従来の授

業研究会の記録集を中心とする別冊という形態に変更しました。 

これに加えて、研究者番号付与を希望する教員を対象に、審査を経て承認する｢附属学校部研究員｣

制度も令和元(2019)年度からスタートさせました。研究者番号を付与されない場合、科学研究費助成

事業(科研費)への応募種目は｢奨励研究｣に限定されます。｢附属学校部研究員｣制度開始後、研究者番

号を取得し、｢基盤研究(C)｣、｢挑戦的研究｣、｢若手研究｣、｢研究スタート活動支援｣の各種目の申請

を行う教員が年々増えています。残念ながら、研究代表者としての採択実績は｢若手研究｣のみです。

しかし、今後は他の種目でも採択も必ず実現できると確信しています。現段階で｢附属学校部研究員｣

は 10 名(常勤教員 47 名の 21.3％)です。これからも増加し教育研究活動の風土・基盤がますます醸

成されていくことを期待しています。 

学校及び管理機関は、本校教員の教育研究レベル向上に向けて、このように制度を整えています。

制度整備だけでなく、職員室での教員間の情報共有、対話の場としての環境が、教育研究レベル向上

に影響を与えています。教育研究活動を推進していくうえで、｢心理的安全性｣の担保は重要な要素で

す。本校職員室環境は、風通しよく、｢心理的安全性｣を担保していくことを目指しています。 

教員の姿勢と生徒の姿勢は相似形です。教員間の切磋琢磨する姿勢は、生徒たちが卒業研究(課題

研究)に取り組む姿勢にプラスの影響を与えていることは間違いありません。生徒ひとりひとりが、

自分が設定した課題を追究していく｢卒業研究｣、これが実現できるのも本冊子『研究紀要 神戸大学

附属中等論集』本冊、そして別冊の発行を継続できる環境があるからです。現在はそれに加え、『ス

ーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書』も発行しています。また、これら刊行物は、神

戸大学が定める｢研究成果の公開（オープンアクセス）｣方針に基づき、｢神戸大学学術成果リポジト

リ(Kernel)｣に登録しています。この登録により、Web 環境があれば、誰でも本校刊行物にアクセス

できることができます。従来の紙媒体での送付からの大きな転換です。 

本冊子とともに、『研究紀要 神戸大学附属中等論集』別冊及び『令和２年度指定スーパーサイエ

ンスハイスクール研究開発実施報告書第 5 年次』も併せてお読みいただき、忌憚のない御意見・御指

導をいただきますようお願い申しあげます。 

－ 1－
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童・生徒を支援する一般社団法人の支援者２名, 不

登校の当事者,（以下, 不登校経験者） その保護者

（以下, 保護者）に対してインタビューを行った

（2024 年 7 月 14 日実施）. インタビューは非構成

的に行われ, 文字起こしした後に, インタビュー

アーの間で対話を重ねながら考察を行った. 以下

の章では, それぞれの観点からインタビューの考

察を行なっている. なお, 個人情報を特定できな

いよう, 一部インタビュー内容に差異が生じない

範囲で, 改変している.  

 

Ⅱ 不登校をめぐる考察 

 

インタビューは, 二つの質問「不登校について自

身の立場から, 困っていることは何ですか？」「学

校や公的機関に求めることは何ですか？」をイン

タビューイー全員に尋ねるところから始め, これ

らの質問以降は, インタビューアーとインタビュ

ーイーが相互に質問を重ねながら, 話題について

の思いや考えを語り, 対話を行った. 以下が, その

対話についての考察である. 

 

 １ 不登校はサボり？ 

 

支援者から見える「学校」は, 非常に遠い存在で

ある. インタビューの中では, しばしば「壁（塀）

の向こう側の人たち」という表現が聞かれた. そこ

には, 学校と支援者との明確な壁がある.   

   

支援者：〇〇（教科Ａ）の先生とか〇〇（教科

Ｂ）の先生とか, 自分が気持ちを寄せている先

生がいたりとかして. 前に, いじめみたいなの

が〇年生の時に, 一学年前の時にあった時に, 

その先生がすごく話を聞いてくれたから, この

先生を信頼できると思ってた先生から. 本人は

頑張って明るくふるまって友達関係とか先生

関係もしてるんだけれども. 彼女の登校の感じ

を見て「サボリだ」って言われてしまって, そ

れが本人はすごいショックで, すごく辛かった

っていうのをこの間聞いたんですけど.  

   

欠席がちな生徒は登校している時に, 無理をして

登校している場合が多い. 当人は相当の努力をし

て登校している時に, 信頼関係のあった教員から

「サボりだ」といった理解のない言葉を受けること

がある. また, それがきっかけになって不登校に

なる, ということもある.  

 それぞれの家庭には, それぞれの背景がある. 

学校にいる間には, 家庭での課題は見えにくくな

る. 家庭でトラブルがあった時にも, 無理をして

学校に行っている場合がある. しかし, 学校で働

いている教職員としては, 社会に出る場合には社

会での姿を伝えてあげることが必要だと考えてし

まう. そこで, このような声かけがなされる, こと

になる. ここには, 特定の人物や職種だけではな

い, 社会のあり方の問題も隠れている.  

 言葉の感度, 寄り添い方, 状況の評価の方法に, 

やはり支援者と教員とでは隔たりがある. 果たし

て, 学校の教員たちが, 不登校や不調の兆候を「サ

ボり」だと考えない社会のためには, 何が求められ

ているのだろうか.  

 例えば, 保健室を頻回に来室する生徒は「サボり」

なのだろうか. 「用のない人は保健室に行くな」と

いう指導をされた／したことはないだろうか. イ

ンタビューの中で, 保健室に対するイメージを問

いかけた時, 次のような発言があった.   

  

保護者：保健室ってやっぱそういう不登校とか, 

そういう子のはじめの砦, はじめに行くとこっ

て感じですよね.   

経験者：すごい通ってはないけど. 行きづらい

時は行ってたかな. とりあえず保健室行っとけ

ばいいかなみたいな感じで行ってましたね.   

  

これらの発言に続いて, 支援者が「学校の中に居場

所を作る」という風潮に, 悪くはないが「ハードル

が高い」という発言をしている. これは, 子どもの

話を聞ける場所があればよい, という考えからの

発言であった. 学校という枠組みの中の「養護教諭

／保健室」は, 応急手当や健康相談を通して, 子ど

もの話を聞き, 「寄り添う」役割が求められている. 

しかし, 子どもは, 何を求めて保健室に行くのだ

－ 2－

神戸大学附属中等　論集　第９巻　2025 年



神戸大学附属中等 論集 第９巻 2025 年 

- 2 - 

童・生徒を支援する一般社団法人の支援者２名, 不

登校の当事者,（以下, 不登校経験者） その保護者

（以下, 保護者）に対してインタビューを行った

（2024 年 7 月 14 日実施）. インタビューは非構成

的に行われ, 文字起こしした後に, インタビュー

アーの間で対話を重ねながら考察を行った. 以下

の章では, それぞれの観点からインタビューの考

察を行なっている. なお, 個人情報を特定できな

いよう, 一部インタビュー内容に差異が生じない

範囲で, 改変している.  

 

Ⅱ 不登校をめぐる考察 

 

インタビューは, 二つの質問「不登校について自

身の立場から, 困っていることは何ですか？」「学

校や公的機関に求めることは何ですか？」をイン

タビューイー全員に尋ねるところから始め, これ

らの質問以降は, インタビューアーとインタビュ

ーイーが相互に質問を重ねながら, 話題について

の思いや考えを語り, 対話を行った. 以下が, その

対話についての考察である. 

 

 １ 不登校はサボり？ 

 

支援者から見える「学校」は, 非常に遠い存在で

ある. インタビューの中では, しばしば「壁（塀）

の向こう側の人たち」という表現が聞かれた. そこ

には, 学校と支援者との明確な壁がある.   

   

支援者：〇〇（教科Ａ）の先生とか〇〇（教科

Ｂ）の先生とか, 自分が気持ちを寄せている先

生がいたりとかして. 前に, いじめみたいなの

が〇年生の時に, 一学年前の時にあった時に, 

その先生がすごく話を聞いてくれたから, この

先生を信頼できると思ってた先生から. 本人は

頑張って明るくふるまって友達関係とか先生

関係もしてるんだけれども. 彼女の登校の感じ

を見て「サボリだ」って言われてしまって, そ

れが本人はすごいショックで, すごく辛かった

っていうのをこの間聞いたんですけど.  

   

欠席がちな生徒は登校している時に, 無理をして

登校している場合が多い. 当人は相当の努力をし

て登校している時に, 信頼関係のあった教員から

「サボりだ」といった理解のない言葉を受けること

がある. また, それがきっかけになって不登校に

なる, ということもある.  

 それぞれの家庭には, それぞれの背景がある. 

学校にいる間には, 家庭での課題は見えにくくな

る. 家庭でトラブルがあった時にも, 無理をして

学校に行っている場合がある. しかし, 学校で働

いている教職員としては, 社会に出る場合には社

会での姿を伝えてあげることが必要だと考えてし

まう. そこで, このような声かけがなされる, こと

になる. ここには, 特定の人物や職種だけではな

い, 社会のあり方の問題も隠れている.  

 言葉の感度, 寄り添い方, 状況の評価の方法に, 

やはり支援者と教員とでは隔たりがある. 果たし

て, 学校の教員たちが, 不登校や不調の兆候を「サ

ボり」だと考えない社会のためには, 何が求められ

ているのだろうか.  

 例えば, 保健室を頻回に来室する生徒は「サボり」

なのだろうか. 「用のない人は保健室に行くな」と

いう指導をされた／したことはないだろうか. イ

ンタビューの中で, 保健室に対するイメージを問

いかけた時, 次のような発言があった.   

  

保護者：保健室ってやっぱそういう不登校とか, 

そういう子のはじめの砦, はじめに行くとこっ

て感じですよね.   

経験者：すごい通ってはないけど. 行きづらい

時は行ってたかな. とりあえず保健室行っとけ

ばいいかなみたいな感じで行ってましたね.   

  

これらの発言に続いて, 支援者が「学校の中に居場

所を作る」という風潮に, 悪くはないが「ハードル

が高い」という発言をしている. これは, 子どもの

話を聞ける場所があればよい, という考えからの

発言であった. 学校という枠組みの中の「養護教諭

／保健室」は, 応急手当や健康相談を通して, 子ど

もの話を聞き, 「寄り添う」役割が求められている. 

しかし, 子どもは, 何を求めて保健室に行くのだ

神戸大学附属中等 論集 第９巻 2025 年 

- 3 - 

ろうか.  

 

 ２ 半日ぐらい寄り添うことはできるか？ 

 

支援者たちから学校という組織を眺めたとき, 

「寄り添う」という観点で大きな隔たりがある. 例

えば, 次のような発言があった.  

   

支援者：半日ぐらい, その子に付き合ってこ

こにおるとかですね. そんなんしてくれたら. 

そういう時があってもいいんじゃないかなと

思いますけどね.   

   

学校の教員は, 生徒の話を半日かけて聞き, 生徒

に寄り添うことはできるだろうか. このことが難

しく感じられるのには, 理由がある. 教職員の仕

事の大半は, 大多数に向けての仕事である. 30名か

ら40名程度といったクラスという単位から, 100名

を超える学年といった単位（もちろん, 学校, 校種, 

地域ごとに差がある）に対して, 授業準備, 個別の

対応などを行う. あるいは, 各種会議の準備や, 成

績の算出, 各種行事の準備など, 仕事は多岐に渡

る. 基本的に, 大多数の前で応答する以外の個別

的な対応は, 別種の技能が必要とされる. それゆ

え, 抵抗感を伴うことが多い, というのが正直な

ところだろう.  

 それでは, 反対に, 「半日寄り添うことができる

か」という問いは何を述べているのだろう. それは

時間的なことを述べている, のではなく, それぐ

らいの時間をかけて, その人の性質, 家庭的背景, 

現在の状態を聞き, 言語／非言語で反応し, 時に

は対話し, 対応することができるのか, というこ

とだ.  

 また, スクールカウンセラーやスクールソーシ

ャルワーカーなどの「対人援助職」の専門職と呼ば

れることの多い立場の職員は, クライエントの性

質, 家庭的背景, 現在の状態のような, 個人的事情

や資源に焦点を当てることを期待されているよう

に思う. では, その専門職は半日ぐらい相手に付

き合えるのだろうか. 例えばスクールカウンセラ

ーは, その養成課程で支援する際の枠組みの重要

性や必要性を学び, 現場でもその枠組みを適用し

ていく. この枠組みを超える作用はまだまだ未知

であるが, 「寄り添う」ということを問い直した時, 

未知のままでは本当に寄り添うことは難しいだろ

う.   

 学校の教職員が, 個別の生徒の話を聞き, 話し, 

対応することは, 本当にできるのだろうか.  

 

 ３ 学校は行くべき場所？ 
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しの場面であり, 印象的な場面であった. いくつ
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深刻な葛藤はなく, 理由や根拠がない.  

 インタビューの発言, 「学校に行く人は, 行くべ

きだと思っていない」を問いただす, 問わざるをえ

ないというアンヴィヴァレントで, 注意を要する

質問, こういった場面で, 言葉の感度, 寄り添い方

が問われることになる. ここでは, 正解を出すこ

とは求められていない. あくまで, ともに考える

こと, 回答を差し控えること, が求められている

とも言えるだろう.  

 例えば不登校の問題について, それを経験した

人と, 経験しなかった人が, 言葉を交わし合うこ

とで, 何かを変えようとする場所を作ることはで

きるのだろうか. そもそも, 相手に「寄り添う」と

はどういうことだろうか.   

 他方, 保健室登校／別室登校という不登校支援

を行うことがある. また, 教育支援センター（適応

指導教室）やフリースクール, ICT 機器を利用した

学習形態等, 学校以外での学びを保障する場所が

増えている. そして, 条件によっては, 学校以外の

学びの機会をもつことによって, 出席日数単位や

卒業に必要な単位を得ることができるような制度

が整えられた. では, 「学校」「教室」という枠組

みに登校し, 学習する意味／意義とは何なのか.   

 「学校は行くべき場所？」という問いを考えるに

あたり, 学校での体験を語った不登校経験者の発

言を引用する.  

   

不登校経験者：たしかに学校の授業で勉強して

得たものってあんまりないですね. それ以外の, 

友達となんか喋ったりとか, 図書室で本読んだ

りとか, そういうことの方が身になっているか

な. 先生と喋ったりとかですね. 学校やけど, 

勉強じゃないことの方が身になっている気が

します.   

   

 インタビューの中で, 学校の中の所属感の話題

になり, 保護者「逆に, 所属したくないのかもしれ

ませんね」インタビューアー「学校に戻そうという

謎の圧力」保護者「戻そうって思うのはどうなんだ

ろう」インタビューアー「軍隊か何かかなといつも

思います」支援者「社会で優秀に働けるようする機

関だって, 言われてますよね」という, 学校の存在

意義について, 活発にやり取りがなされた. この

対話は, 「学校って行くべき場所？」を問い直すこ

とを示唆しているのではないだろうか.  

 

 ４ 学校は話ができる場になっているのか？ 

 

先に挙げた不登校経験者の発言に触発される形

で, インタビューアーが不登校の子どもとその親

との関わりを話題に挙げた. 不登校に関わる子ど

もと親のやり取りについてだったが, そのことを

受けた支援者の以下の発言は注目に値するだろう.   

   

支援者：子どもが親に対してね, 全部喋るかい

うて, もちろんそうじゃないですし. でも, あ

る程度のことしゃべれてる場合はいいんです

けども, そのほとんど喋れてないみたいな. こ

の向かう先がね, 無いから困っちゃいますよね. 

（中略）子ども同士でそれをぶつけあうことに

なっちゃうんですよね. それがあまり良くない

と思ってて. （中略）大人に言うっていうこと

が, 解決になるかどうかわかんないですけれど

も. でもその子どもにとっては, その大人に言

えてるっていうことがすごく大事だなと思う

んです.  

   

人に話すことがいかに重要であるかが分かる. ま

たこのことは, 「学校の教職員が, 個別の生徒の話

を聞き, 話し, 対応すること」ができているかどう

か, 改めて問い直すことが求められているとも言

えるだろう.   

 さらに踏み込んで考えれば, 学校組織として子

どもが話しても良いと思える場を作ることができ

ているのだろうか. このことに関連して, 子ども

が様々なことを話せる場の一つに, スクールカウ

ンセラーが行うカウンセリングがある. しかし, 

不登校経験者は, この場面の後にカウンセリング

は「ちょっと苦手」と発言する. その理由はいくつ

もあり, 予告されることなく急に呼び出されたり, 

誰か分からない人に話をきかれたりと, 子どもに

不信感が募るようなものだった.   
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 ここに不登校が増え続けている要因が見えるの

ではないだろうか. チーム学校, 多職種連携等, 言

葉だけが先に走り, 学校の組織全体としても子ど

もの話を聞くような環境は整っているのだろうか.  

また, インタビューアーが, 「学校の中の保健室」

の在り方や生徒対応（とりわけ, 「話を聴く」とい

うこと）に関して養護教諭の抱える葛藤, また学校

で不安や悩みの有無を答えるアンケートをとって

いるものの実質的な支援に繋がりにくい（不安や

悩みを抱えていると想像されるにも関わらず, ア

ンケートには無記入／無反応である）という発言

をしている. これは, 先のインタビューイーの下

記の発言から, 「学校は話ができる場になっている

のか？」を問い直した結果である.   

  

支援者：その子と向き合う時には, その時間だ

けはやっぱりその子がどんな状況なんだろう

っていう, 聴く姿勢とか聴く力っていうか. た

だの繋がりだけじゃなくて, その子と向き合う

時には, その時間だけはやっぱりその子がどん

な状況なんだろうっていう, 聴く姿勢とか聴く

力っていうか. ただの繋がりだけじゃなくて, 

その子その瞬間に何かを訴えているっていう

ことを, ちょっと捕まえるような話の仕方って

してくれたら, ちょっとでも違うんじゃないか

なと思うんですよね.   

 

Ⅵ おわりに 

 

 始まることが難しい研究というものが, やはり

あると思う. 

教諭, 養護教諭, カウンセラーが集い, 不登校や, 

それに関わる問題圏について, とにもかくにも取

り組んでみようと重い腰を上げたのが本論文の始

まりだった. 当初は, 学校で実施しているアンケ

ートをよりよくすることを目指したインタビュー

だったが, 実施した学校教職員がそれぞれに大き

な影響を受けることになった. すぐに何らかの実

務につなげるのではなく, その影響を問いの形で

表現してみることに方向転換し, それぞれに考え

たこと／考えていることを言葉に紡いでいった. 

この研究はまだ, 始まったばかりである. 

この論文で表明された問いかけが, 生きた問い

として, 学校の中で響き続けるためには, 私たち

教職員が, それぞれの形で問いを引き受け, 行動

を変えていくことが求められている, と言える. 

本論文を始まりとして, 今後もこれらの問題圏

について, 研究を続けていきたい. 
 

注 

本研究は, 科学研究費若手研究「子どものための

哲学をもとにした学校教育の構築 ──評価を中

核として」（24K16679）の一環として行われたも

のである. また, 実施されたインタビューは, 附属

学校部の倫理審査（受付番号 176）によって承認さ

れている. 

 某県に所在する一般社団法人について付記して

おきたい. 今回は, 論文の客観性をある程度担保

するために, 法人の名前を伏せている. 読者の中

で, 支援について関心を持ち, さらなる情報を得

たい場合は, 著者の一人である中川に連絡をとっ

ていただければ, 情報を開示することができる. 

一般社団法人で行われている事業について, 論文

の内容を理解するために必要だと思われる範囲で

以下に付記しておきたい. 

 

法人の概要 

開設：2018 年 3 月 24 日 

広さ：37 平米 某県に所在する市営住宅 2DK の住

戸を改装し, 大小 3 つの部屋がある 

事業：子どもの社会的場所, 学習支援, ダンス教室

などの事業を行う 

 

子どもの社会的居場所事業について 

理事のひとりが, 某県で実施されている子ども

の学習支援にかかわる中で, 子どものケアに重点

を置くことが求められていることを認識した。そ

こから「子どもの社会的居場所」事業を, 法人とし

て運営し始めた. 

社会的という言葉に１）複数の人間がいる ２）

子どもたちだけではなく必ず大人がいる ３）常に

おなじ大人がいて子どもたちと密接にかかわる 
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という意味合いを込めている. 大人と子どもがこ

こを居場所として利用しながら交流し, 刺激しあ

う場所である. 当法人が, 子どもとかかわるかか

わり方は伴走型支援に近いかもしれない. 支援と

言うより子どもの居場所に居続けている大人, と

いう感覚である.  
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